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＊日本整形外科学会 教育研究会のいずれか１単位が取得できます。（受講料 1 講演 1,000 円）
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＊本セミナーは当日の受付となります。当日お申込みお願いいたします。

＊現地開催の他、オンデマンド配信を行うハイブリット形式となります。
配信期間は約 1 か月間とし、単位が取得できるセッションは配信期間中も単位取得ができる形です。

共催：JOSKAS-JOSSM 2022/ 日本ストライカー株式会社
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　ヒト下肢の荷重関節の中で、膝関節は可動域が大きく骨性支持が少ないため、靭帯や

半月板など軟部組織が支持・安定性に大きな役割を持つ。半月板の荷重分散、衝撃吸収

などの生体力学的機能は、円周状に走行する膠原線維と半月板実質からなる解剖学的特

徴で担われ、大腿―脛骨間の荷重を圧縮抗力とフープストレスに変換されるとともに、

半月板実質の応力は、曲げモーメントも生じ変形変異が起こりうる。

　半月板損傷の外科治療の修復術は、技術的に進歩し、Inside-out 法、outside-in 法、

All-inside 法が拡大し、Inside-out 法は半月板損傷の部位や損傷形態に広く適応が可能で

あり、バイオメカニクス研究、半月板修復術の解剖学的特徴の知見の進歩により、半月板

の応力、曲げモーメントの観点などから、再注目すべき特徴もみられる。
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